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研究成果の概要（和文）：我が国の医学教育ではPBLなど協調学習の導入に難渋してきた。この解決策としてeラ
ーニングを併用したブレンド型学習とすることを考案し、得られる成果を探索した。臨床実習中のPBLを受講し
た学生を通常PBL群とブレンド群に分けて比較検討したところ、事後の知識や主体的参加度は有意にbPBL群で向
上した。また、TBLのブレンド化が学習意欲に寄与するかを検討したところ、ブレンド型学習の導入前後で動機
付け尺度の改善を認めた。ドリルによって事前学習を支援することが授業目標の明確化を通して授業難易度の受
容や自信の確立につながった。教員が解答を提示する際には公平感への配慮が必要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：Medical educators in Japan have struggled to implement collaborative 
learning such as PBL. I planned to combine e-learning (i.e. blended collaborative learning) and 
evaluated the achievement. Firstly, I surveyed the effectiveness of blended PBL in clinical 
clerkship by comparing standard PBL and blended PBL. Active participation was significantly improved
 as well as knowledge. Secondly, I explored the association of blended TBL affect learners’ 
perceived motivation. The instrument survey revealed the improvement of overall motivation. 
Especially, e-learning quizzes seemed to be effective in terms of confidence and relevance. 

研究分野：医学教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 現在、我が国では医学教育の国際評価基準
に基づくカリキュラム改革が進められ、到達
目標のいくつかを臨床実習中に学ぶことが
求められるようになっている。その方略の一
つとして、problem-based learning(PBL;症
例等を題材にした小人数グループ学習)があ
る。症例を元にした学習は学生の関心を高め
て学習行動を促す効果があり、我が国のモデ
ル・コア・カリキュラム(2011)でも、臨床実
習中の座学として PBL を行うことを提案し
ている。 
 しかし、医学部白書(2009)によれば 40％も
の大学が有用性に疑問を投げかけているな
ど、我が国の医学教育において、PBLは十分
に機能していない。その一因として、チュー
ターとなる臨床系教員が多忙かつ技能不足
であるため、進行に難渋している一方、積極
的に討議に参加しない学生もいる (Oda, 
2008)とされている。これは我が国で用いら
れてきた従来型 PBL 手法のほとんどは欧米
で開発されたものをそのまま導入している
ため、我が国の教員および学生との親和性が
軽視されていたことにある。 
 研究代表者の過去の研究から、PBLに事前
学習を組み込むことで、学生の事前知識を補
助する方略が討議を促すのに有効と考えら
れたため、その具体例として、学生が
e-learningを予め受講した上で討議に参加す
る「ブレンド型 PBL」に注目した。ドイツの
実習前教育において、ブレンド型 PBL は学
生の学習意欲や主体性を高めたとされる
(Woltering, 2009)ことから、我が国で実習中
に症例に基づいた討議を実施する際に有益
な方略となる可能性がある。 
 そこで、ブレンド型 PBL を用いることに
よって、我が国の臨床系教員が討議を円滑に
実施できるようになり、症例経験から主体的
に学習する環境を構築できると仮説を立て
た。 
 
２．研究の目的 
 本研究ではこのブレンド型協調学習を実
施し、学生の能力向上への寄与や学習意識の
変化を分析することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 申請段階では知識面と技能面について細
分類して検討する計画としていたが、事例課
題を通した問題解決学習は whole task 
learning であることを重視して一症例の診
療過程を通して包括的に扱うこととした。ま
た、近年 PBLだけでなく team-based learning 
(TBL)が我が国で導入される例が増えている
ことから、TBL についても本研究で扱うこと
とした。 
 本課題において、次の３つの研究を行った。 
(1) ブレンド型 PBL における学習者の主体的
参加度、自己調整学習等について 
 臨床実習で内科をローテートした学生

を従来型 PBL 群とオンライン学習支援シ
ステムを用いる bPBL 群に分けてそれぞ
れ PBL を実施した。両群に質問紙を配布
し、討議への参加、自己調整型学習、自
己効力感、主体的参加、チューターの権
威について 5 件法で質問した。さらに
bPBL群にはeラーニング受容に関する項
目を追加質問した。同意を得た学生につ
いて、質問紙の回答結果およびテスト成
績を解析した。性別、診療科、事前知識(共
用試験 CBT 成績)、自習時間を共変量とし
た。 
(2) ブレンド型 TBL における学習者の意欲に
ついて 
 team-based learning (TBL)における至
適な e ラーニングの導入について、イン
ストラクショナルデザインモデルである
4C/ID モデル (van Merriënboer, 1992)
を元に検討した上で、e ラーニング併用
の有無で比較検討した。TBL 形式で実施
された臨床発生学の授業に moodle ベー
スの e ラーニングを導入し、授業最終日
に無記名の個人記入形式の質問紙を配布
して，集合調査法による調査を実施した。
調査には ARCS 動機づけモデルに基づく 
Course Interest Survey (CIS)日本語版
尺度（川上・向後 2013）を用いて，ARCS
モデルの4因子を反映した全14項目から
なる質問紙を配布し，5（とてもそう思う）
～1（全く思わない）の 5段階尺度で回答
を求めた。2015, 2016 年度授業に加え，
eラーニング導入前と比較するため，2014
年度授業終了後に行った同じ調査も用い
た.得られたデータに対して分散分析を
行い，p<0.05を有意とみなすこととした。 
(3) 研究(1)において PBL に参加した学生に、
フォーカスグループインタビューを行い、
「e ラーニングを導入した事によって、
学習上どのような変化が得られたか」を
探索した。インタビュー内容は文字起こ
しした上でグラウンデッドセオリーアプ
ローチによる分析を行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) 研究の主な成果 
・ 研究(1) ブレンド型PBLにおける学
習者の主体的参加度、自己調整学習
等について 
 従来群24名、bPBL群72名を対象と
し、両群の背景に有意差はなかっ
た。回答結果を共分散分析で解析し
たところ、主体的参加度は有意に
bPBL 群で向上した。プレテストとポ
ストテストの点数差も有意にbPBL群
が向上した(p<0.001)。自己調整型学
習は正に相関した(p=0.014)。以上よ
り、bPBL はチュータの権威に関係な
く主体的な参加を導き出せた。 
・ 研究(2)：ブレンド型 TBL における学



習者の意欲について 
 全体としてはブレンド型学習の導
入前後で動機付け尺度の改善を認め
た。ドリルによって事前学習を支援
することが授業目標の明確化を通し
て授業難易度の受容や自信の確立に
つながった。また教員が解答を提示
する際には公平感への配慮が必要で
あり，LMS を使用する場合は掲示板な
どが有用である可能性が示唆された。
一方で知識の活用を支援する方略に
ついてはさらなる検討が必要である。
また，知識の長期的な定着度につい
ても今後評価していく。 
・ 研究(3)：E ラーニングを併用するこ
とで事前知識を補足し、目標を意識
しやすくなり、議論を促進する効果
が示唆されたものの、本研究期間に
実施したインタビューでは理論的飽
和に達しなかったため、引き続きイ
ンタビューを継続することとした。 

 
(2) 成果の考察 
 研究(1)においては、ブレンド型 PBL の
有用性に関する報告は西洋諸国では散見
されているが、主に知識習得面などにつ
いてであり、PBL の議論を活性化するか
どうかについての検討は乏しい。特に、
アジア諸国で PBL の導入に難渋している
という事実をブレンド化によって克服で
きるかという本研究は新規的なものであ
り、本取組ではクイズを中心とした e ラ
ーニングを用いて一定の効果があるとい
う結果が得られた。e ラーニングにおけ
るクイズの有用性については、Spanjers
ら (2015)のメタアナリシスでも確認さ
れており、その理由として学習効果なら
びに学習への関心を高めることが挙げら
れている。本研究の結果はこれを追認す
るものと考える。さらに、Frambach ら
(2012)は PBL 中に議論が進まない原因を
分析し、6 点を挙げた。その中には「こ
れまでに経験した教育システムとの齟
齬」や「教員の行動」がある。我が国の
医学生は大学受験で系統主義的な入試に
よる難易度の高い選抜を経てきており、
かつ頻回の試験にさらされてもいる。PBL
のように同士の議論によって自己学習内
容を決めることは不慣れである一方、ク
イズによって学習を進める方略はより親
和性が高く、学習成果が得られやすいも
のと考えられる。加えて、チュータが不
慣れな場合は、議論に介入して直接教え
てしまいがちであるが、e ラーニングを
あらかじめ用意しておけば教員があえて
議論に介入して教えなくても、自習中に
教えたい項目を修得する機会があるため、
教員の介入を減らすことにつながるもの
と考えられた。 
 研究(2)では、ドリルを導入することに

よって，目標を可視化することができ，
結果として求められる難易度を適切と認
識し, 自信を得られるようになったと考
えられた.一方で学生の感じる内容の難
度に変化がみられなかったことからは， 
4C/ID モデルが示す Learning Task は，
TBL においては事前知識の有無よりは知
識の活用（すなわちグループ課題）への
困難感が影響する可能性が示唆された.
例えば授業中に中間報告をさせ，他学生
の考え方を知る機会を設けるなど，追加
のアプローチが必要と考えられた.  
 注意や関連性の因子の改善については，
e ラーニング自体が授業課題との関連性
を高めたこととの関連が示唆される一方
で，担当教員が新規の授業や臨床的事項
と関連する課題の作成に習熟したことも
否定できない.  
 次に討議内容の共有についてであるが，
2015年度に評価の公平感が悪化したもの
の，2016 年度の介入で回復した.一斉講
義の有無にかかわらず一部学生は授業手
法に関係なく質問に来ていることから、
Procedural information を提供する点で
は，対面講義を置き換える際には質疑応
答の機会の公平感を損なわいよう留意す
べきと考えられた.LMSに実装するのであ
れば，掲示板など双方向性の意見交換ツ
ールを用いるべきだろう. 
 
(3) 今後の展望 
 本研究の成果を踏まえ、今後は、e ラ
ーニングが PBL や TBL といった協調学習
に与える影響を包括的に検討する必要が
あると考える。協調学習は、参加者が目
的を共有している、参加者の協働によっ
て成果が得られる、参加者は相互依存的
に影響を受ける、などの特徴がある。こ
れらのどのような点に対してどのような
影響を与えているのかを説明できるよう
になることで、PBL や TBL の共通点や相
違点を説明する一端にもなりうるだろう
し、また、カリキュラムに協調学習の各
方略を導入する際に確認すべき点を列挙
できるようにもなるだろう。本研究の結
果をもとに、引き続き次年度以降に研究
を発展させていく。 
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